
　室町時代中ごろ､浄瑠璃や歌
舞伎などで名高い照手姫が常陸
(茨城県)の城主､小栗判官助重
と京都へ向かう鎌倉街道沿いの
同所で、小袖を掛けて休息したと
伝えられている。　(牛野通2丁目)

　日本武尊が熱田の森(熱田神
宮)から伊吹山に向かう途中､こ
の石で剣を研いだという伝説か
ら｢剣研石｣ともいわれる。

(大和町戸塚)

　この古墳群は、古来「四十塚」と
呼ばれ、50基以上の古墳があっ
た。県文化財に指定されているもの
は5基（愛宕塚古墳、岩塚古墳、
毛無塚古墳、小塞神社古墳、桃塚
古墳）で、いずれも古墳時代後期
の築造と考えられる。出土品は、市
博物館に展示されている。

（浅井町尾関）
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　祭神は、三輪の神と呼ばれる大物主神。稲作
豊穣、酒造り、疫病除け、縁結び等、生活全般
の守護神である。
　奈良県桜井市の大神神社と同名であり、大和
系の先人が当地に移り住み、三輪の神を祀った
ことに始まったと伝わる由緒ある神社。延長５
年（927）に纏められた「延喜式神名帳」にお
いて、尾張国中島郡に「大神神社　名神大」と
記されている。
　神宝として、市指定文化財の木造狛犬１対、
刀剣３振が市博物館に寄託されている。

（花池）
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　寺伝によると、天禄元年（970）、尾張公藤原実頼
の冥福を祈るため薬師如来を像造し、小野院極楽
寺と号したのが始まりとされている。その後、大洪水に
より流失するが、明応６年（1497）、田園より薬師如
来像が出現。領主の大願により修理される。大永５
年（1525）に曹洞宗に改宗し、正保５年（1648）に仙
境山禅林寺と改めて現在に至る。
　東海四十九薬師霊場十二番札所であり、薬師堂
内に国指定重要文化財の薬師如来坐像、日光・月
光菩薩像、十二神将像を安置している。

（浅野）
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　起宿は現在の一宮市起近辺で、木曽川の
起渡船場のある宿場町で水陸交通の拠点とし
て賑わい、起村、富田村、西五城村、小信中島
村、東五城村が宿役を負担していた。本陣・脇
本陣が各1軒、旅籠屋22軒で渡し場を控えて
いること、美濃路の行程のほぼ真ん中に当たる
ことから休泊する大名も多かった。
　また、将軍や朝鮮通信使等の渡河に際して
は木曽川に船橋を架けた。本陣・脇本陣ともに
下町にあり、本陣は加藤家、脇本陣は林家が
務め、林家は船庄屋、村庄屋も兼帯した。脇本
陣は明治24年（1891）の濃尾地震で倒壊した
のち、大正初めごろ建てられた旧林家住宅（国
登録有形文化財）が尾西歴史民俗資料館別館
として公開されている。　　　　　　   （起）

は た ご

起宿脇本陣跡の庭園
（国登録記念物）
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